
▼ スソ切り処分とは

一定レベル以下の放射能汚染濃度の廃棄物を、

放射性廃棄物として扱わない処分のこと

　　　　

　

　　　　現在は、この３角形であらわされる全体（放射性管理区域で発生する廃棄物）

を放射性廃棄物として扱っている。

▼ スソ切り処分される廃棄物の割合

110 万ｷﾛﾜｯﾄ級原発の試算値（40 年間運転の 1 基あたり）

区　分 沸騰水型炉 加圧水型炉

埋設上限値を超えるもの 約 100 ﾄﾝ 約 200 ﾄﾝ

コンクリートピット埋設対象 約 2,000 ﾄﾝ 約 3,000 ﾄﾝ

低レベル

廃棄物

素掘トレンチ埋設対象 約 10,000 ﾄﾝ

３％

以下

約 3,000 ﾄﾝ

２％

以下

放射性廃棄物として扱う必要のない廃棄物 約 530,000 ﾄﾝ 97％

以上

約 490,000 ﾄﾝ 98％

以上

合　計 約 550,000 ﾄﾝ 約 500,000 ﾄﾝ

総合エネルギー調査会原子力部会原子炉廃止措置対策小委員会報告書（1997 年 1 月 13 日）
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総量 24,440 ﾄﾝ
推定 177,300 ﾄﾝ


